職種：生産管理　　職務：生産計画

【概要】

　生産計画とは、鍛造設計が完了もしくはある程度進んだ段階で、その製品を製造するために必要な生産能力を把握し、その実行のための生産計画を立案・策定することである。

【仕事の内容】

　工場内の現場において、鍛造製品を安定的かつ効率的に生産するための生産計画を立案策定する仕事である。

【求められる経験・能力】

（1） 生産計画の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないものの、多くの場合、大学もしくは大学院または工業高等専門学校等において、経営工学等の基礎を身につけていることが望ましい。当該業務における経験と専門知識、スキル、資格等が問われ、経験者募集の場合には、募集分野に関する一定の実務経験や実績が要求される。経験が重要であり、初任配属は行わず、設計など技術部門で一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合が多い。

（2） 技能検定（鍛造）の資格（２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 鍛造業や鍛造製品に関する興味や関心を持っていること、自身の技術レベル向上への意欲を持っていることなどが挙げられる。

（4） 生産準備を効果的に行うためには、設計など他部門との緊密な連携が極めて重要になる。このため、生産計画者には、関係する各工程の担当者とコミュニケーションを図り、連携して効率的に作業を進める能力も求められる。
（5） 生産計画者の仕事は製造現場の作業内容や作業標準に係わる仕事であるため、製造現場の安全衛生に対する配慮が不可欠である。また、効率的な生産システムを実現するために、コスト管理など生産管理に関する知識も求められる。

【関連する資格・検定等】

· ビジネス・キャリア検定試験〔中央職業能力開発協会〕

生産管理オペレーション（1級・２級・３級）

· 技能検定〔厚生労働省　職業能力開発促進法〕

鍛造（２級）

· 職業訓練認定コース　鍛造技術通信講座〔日本鍛造協会〕
２級技能士鍛造科
資格に関係しない普通コースも併設

· 技術士（機械、電気・電子、金属、衛生工学、経営工学、環境部門）

· エネルギー管理士

· 公害防止管理者
· 危険物取扱者

· 毒物劇物取扱責任者
· 特別管理産業廃棄物管理責任者
· その他労働安全衛生面に係る資格

· 資材管理士

· 厚生労働省方式現場監督者安全衛生教育トレーナー
· ファシリティマネージャー〔社団法人日本ファシリティマネジメント推進協会〕

【労働省職業分類（小分類）との対応】

０７１　その他の技術者

